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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期
第２四半期
連結累計期間

第44期
第２四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自  平成23年２月21日
至  平成23年８月20日

自  平成24年２月21日
至  平成24年８月20日

自  平成23年２月21日
至  平成24年２月20日

売上高 (百万円) 143,187 143,085 290,555

経常利益 (百万円) 3,252 2,477 7,330

四半期(当期)純利益 (百万円) 845 1,037 2,355

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 727 1,135 2,317

純資産額 (百万円) 78,341 79,891 79,342

総資産額 (百万円) 143,552 143,109 138,913

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 18.91 23.21 52.69

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.6 55.8 57.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 8,099 6,876 8,454

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,112 △1,362 △7,732

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △993 △2,648 △3,161

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 18,015 14,447 11,582

　

回次
第43期
第２四半期
連結会計期間

第44期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年５月21日
至  平成23年８月20日

自  平成24年５月21日
至  平成24年８月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 21.50 12.55

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第43期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。

　なお、当社は連結子会社であった株式会社パレを平成24年２月21日付で吸収合併いたしました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災以降続く厳しい経済環境から持ち直し

の動きがあるものの、欧州の債務危機問題や長期化する円高の影響に加え、電力供給の問題などもあり、先

行き不透明な情勢となっております。

　小売業界におきましては、依然として消費者の生活防衛意識の高まりや節約志向は続き、業種・業態を越

えた競争も相俟って、非常に厳しい経営環境が続きました。

　このような状況のなか、当社は『利益改善と業務改革を断行し、統合効果を最大限発揮させ、経営効率を一

気に高めよう』を本年度スローガンに掲げ、業務を進めてまいりました。業務改革については、モデル店舗

を31店舗まで拡大し、業務の見直しを行っております。

　㈱オークワは、７月にＳＳＭ業態の「安八店」（岐阜県安八郡安八町）とスーパーセンター業態の「いな

べ店」（三重県いなべ市）の２店舗を新設いたしました。一方、既存店舗のうち、「長島店」（三重県北牟

婁郡紀北町）は店舗建替えのため５月より一時休業しており、「常滑店」（愛知県常滑市）は８月に閉店

しております。

　当第２四半期連結累計期間の業態別の販売状況は、豊富な品揃えと低価格を実現したスーパーセンター業

態は好調に推移したものの、その他の業態は前年の震災特需の反動などもあり低調な推移となり、全業態

ベースの既存店売上高は前年同期比97.9％となりました。

　連結子会社については、食品スーパーの㈱ヒラマツは土地収用に伴う主力店舗の一時閉店により経常減益

となりましたが、外食の㈱オークフーズは経常赤字ながら赤字幅は縮小いたしました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの営業収益（売上高及び営業収入）は

1,479億11百万円（前年同期比0.2％減）、営業利益は22億６百万円（前年同期比26.7％減）、経常利益は24

億77百万円（前年同期比23.8％減）、四半期純利益は10億37百万円（前年同期比22.7%増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産の部

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ41億96百万円増加し、1,431億９

百万円となりました。

　増減の内訳としては、流動資産では41億28百万円の増加であり、これは主に現金及び預金が28億61百万

円、受取手形及び売掛金が３億78百万円増加したことによるものであります。

　固定資産では67百万円の増加であり、これは主に新規出店等により有形固定資産が６億75百万円増加し

た一方、のれんの償却等により、無形固定資産が４億25百万円減少したことによるものであります。

②　負債の部

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ36億46百万円増加し、632億17百

万円となりました。

　増減の内訳としては、流動負債では33億64百万円の増加であり、これは主に支払手形及び買掛金が28億８

百万円、新規出店等の設備手形の増加等により流動負債の「その他」が22億75百万円増加した一方、短期

借入金が19億90百万円減少したことによるものであります。

　固定負債では２億82百万円の増加であり、これは主に長期借入金が５億31百万円増加したことによるも

のであります。

③　純資産の部

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億49百万円増加し、798億91

百万円となりました。これは主に利益剰余金の増加によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末と比べ、28億65百万円増加し、144億47百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであ

ります。

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ12億23百万円減少し、68億76百万円となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益が20億88百万円、非資金損益項目の減価償却費が29億92百万

円、仕入債務の増加額が28億８百万円であった一方、法人税等の支払額が14億22百万円であったことによ

るものであります。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ17億50百万円減少し、13億62百万円となりまし

た。これは主に、固定資産の取得による支出が12億63百万円であったことによるものであります。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ16億55百万円増加し、26億48百万円となりまし

た。これは主に、短期借入金の純減少額が19億90百万円、長期借入金の返済による支出が12億98百万円、配

当の支払額が５億81百万円であった一方、長期借入れによる収入が21億円であったことによるものであ

ります。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 159,605,000

計 159,605,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年８月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年10月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 45,237,297 45,237,297

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
1,000株

計 45,237,297 45,237,297― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年５月21日～
平成24年８月20日

－ 45,237 － 14,117 － 14,027
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(6) 【大株主の状況】

平成24年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

大　桑　?　嗣 和歌山県和歌山市 4,020 8.89

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,427 5.37

オークワ共栄会 和歌山県和歌山市中島185番地の３ 2,267 5.01

大　桑　啓　嗣 大阪府和泉市 2,034 4.50

大　桑　俊　男 和歌山県和歌山市 2,016 4.46

大　桑　祥　嗣 和歌山県和歌山市 1,963 4.34

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－１ 1,896 4.19

公益財団法人大桑教育文化振興
財団

和歌山県和歌山市中島184番地の３ 1,520 3.36

株式会社紀陽銀行 和歌山県和歌山市本町１丁目35番地 1,429 3.16

BermudaAssetment株式会社和歌山県和歌山市井辺452－１ 1,200 2.65

計 ― 20,772 45.92

(注)　１　オークワ共栄会は、当社の取引先を会員とする持株会であります。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　2,211千株

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　 549,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　44,087,000 44,087 ―

単元未満株式 普通株式　　 601,297 ― ―

発行済株式総数 45,237,297 ― ―

総株主の議決権 ― 44,087 ―

(注) 　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式409株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社オークワ

和歌山県和歌山市中島185番地の３ 549,000 － 549,000 1.21

計 ― 549,000 － 549,000 1.21

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年５月21日

から平成24年８月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年２月21日から平成24年８月20日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年２月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年８月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,291 15,152

受取手形及び売掛金 2,262 2,640

商品及び製品 10,241 10,384

その他 2,807 3,553

貸倒引当金 △6 △6

流動資産合計 27,596 31,725

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 46,480 46,013

土地 36,099 35,906

その他（純額） 5,421 6,758

有形固定資産合計 88,002 88,677

無形固定資産

のれん 1,025 683

その他 4,639 4,555

無形固定資産合計 5,664 5,239

投資その他の資産

その他 18,103 17,902

貸倒引当金 △454 △435

投資その他の資産合計 17,649 17,466

固定資産合計 111,316 111,383

資産合計 138,913 143,109

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,249 17,057

短期借入金 11,280 9,290

1年内返済予定の長期借入金 2,539 2,809

その他 15,193 17,469

流動負債合計 43,262 46,626

固定負債

社債 700 600

長期借入金 5,248 5,780

退職給付引当金 118 112

資産除去債務 786 833

その他 9,455 9,264

固定負債合計 16,308 16,591

負債合計 59,570 63,217
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年２月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年８月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 14,117 14,117

資本剰余金 15,024 15,024

利益剰余金 51,038 51,494

自己株式 △731 △737

株主資本合計 79,449 79,899

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △97 △8

繰延ヘッジ損益 △8 －

その他の包括利益累計額合計 △106 △8

純資産合計 79,342 79,891

負債純資産合計 138,913 143,109
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年８月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年８月20日)

売上高 143,187 143,085

売上原価 107,358 107,035

売上総利益 35,828 36,049

営業収入

不動産賃貸収入 2,184 2,075

その他の営業収入 2,765 2,750

営業収入合計 4,949 4,826

営業総利益 40,778 40,876

販売費及び一般管理費 ※
 37,769

※
 38,669

営業利益 3,009 2,206

営業外収益

持分法による投資利益 82 58

受取手数料 182 203

その他 168 192

営業外収益合計 433 454

営業外費用

支払利息 130 107

その他 59 76

営業外費用合計 190 183

経常利益 3,252 2,477

特別利益

固定資産売却益 17 0

賃貸借契約解約益 13 20

収用補償金 － 313

その他 1 16

特別利益合計 32 350

特別損失

固定資産除却損 54 65

減損損失 1,043 459

投資有価証券評価損 55 207

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 268 －

その他 127 6

特別損失合計 1,549 738

税金等調整前四半期純利益 1,734 2,088

法人税等 889 1,051

少数株主損益調整前四半期純利益 845 1,037

四半期純利益 845 1,037
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年８月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年８月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 845 1,037

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △121 89

繰延ヘッジ損益 7 8

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 －

その他の包括利益合計 △117 98

四半期包括利益 727 1,135

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 727 1,135

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年８月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,734 2,088

減価償却費 2,864 2,992

減損損失 1,043 459

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 △6

受取利息及び受取配当金 △35 △78

支払利息 130 107

投資有価証券評価損益（△は益） 55 207

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 268 －

売上債権の増減額（△は増加） △293 △378

たな卸資産の増減額（△は増加） △681 △143

仕入債務の増減額（△は減少） 3,119 2,808

その他 1,823 267

小計 10,031 8,325

利息及び配当金の受取額 78 104

利息の支払額 △145 △130

法人税等の支払額 △1,863 △1,422

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,099 6,876

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △3,021 △1,263

敷金及び保証金の差入による支出 △173 △80

敷金及び保証金の回収による収入 176 159

その他 △93 △177

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,112 △1,362

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,258 △1,990

長期借入れによる収入 4,970 2,100

長期借入金の返済による支出 △2,890 △1,298

社債の発行による収入 1,000 －

社債の償還による支出 － △100

リース債務の返済による支出 △229 △417

その他の有利子負債の返済による支出 － △356

配当金の支払額 △580 △581

その他 △5 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △993 △2,648

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,993 2,865

現金及び現金同等物の期首残高 14,021 11,582

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 18,015

※
 14,447
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月21日  至  平成24年８月20日)

連結の範囲の重要な変更

前連結会計年度末において連結子会社でありました株式会社パレは、平成24年２月21日付で当社が吸収合併し

たため、第１四半期連結累計期間より、連結の範囲から除外しております。

　

【会計方針の変更等】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月21日  至  平成24年８月20日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

第１四半期連結会計期間より法人税法の改正に伴い、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ11百万円増加しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年２月21日  至  平成24年８月20日)

税金費用の計算 　当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税

金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用

する方法によっております。

　

【追加情報】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月21日  至  平成24年８月20日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成24年２月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年８月20日)

偶発債務

連結会社以外の会社に対して以下のとおり保証を

行っております。

(1) 借入債務に対する保証

㈲マミー 142百万円

㈱サンライズ 80百万円

計 222百万円

(2) 仕入債務等に対する保証

㈱パーティハウス 14百万円

㈱勝浦オークワ 0百万円

計 14百万円

偶発債務

連結会社以外の会社に対して以下のとおり保証を

行っております。

(1) 借入債務に対する保証

㈲マミー 124百万円

㈱サンライズ 40百万円

計 164百万円

(2) 仕入債務等に対する保証

㈱パーティハウス 15百万円

㈱勝浦オークワ 0百万円

計 15百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年２月21日 
  至　平成23年８月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年２月21日 
  至　平成24年８月20日)

※　　販売費及び一般管理費の主なもの　

従業員給与手当 13,448百万円

賃借料 5,279百万円

水道光熱費 2,980百万円

減価償却費 2,657百万円

退職給付費用 180百万円

※　　販売費及び一般管理費の主なもの　

従業員給与手当 13,893百万円

賃借料 5,136百万円

水道光熱費 3,087百万円

減価償却費 2,790百万円

退職給付費用 297百万円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年２月21日 
  至　平成23年８月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年２月21日 
  至　平成24年８月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年８月20日現在）

現金及び預金 18,726百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △700百万円

担保に供している定期預金 △11百万円

現金及び現金同等物 18,015百万円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成24年８月20日現在）

現金及び預金 15,152百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △700百万円

担保に供している定期預金 △5百万円

現金及び現金同等物 14,447百万円

　
(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年２月21日  至  平成23年８月20日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月18日
定時株主総会

普通株式 581 13.00平成23年２月20日 平成23年５月19日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月３日
取締役会

普通株式 581 13.00平成23年８月20日 平成23年10月28日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年２月21日  至  平成24年８月20日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月18日
定時株主総会

普通株式 581 13.00平成24年２月20日 平成24年５月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月１日
取締役会

普通株式 580 13.00平成24年８月20日 平成24年10月26日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年２月21日  至  平成23年８月20日)及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成24年２月21日　至　平成24年８月20日）

　当社グループにおける報告セグメントはスーパーマーケット事業のみであり、開示情報として重要性

が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年２月21日
至  平成23年８月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月21日
至  平成24年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 18円91銭 23円21銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 845 1,037

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 845 1,037

   普通株式の期中平均株式数(千株) 44,703 44,690

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第44期（平成24年２月21日から平成25年２月20日まで）中間配当については、平成24年10月１日開催の

取締役会において、平成24年８月20日の株主名簿に記録された株主または登録株式質権者に対し、次のとお

り中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 580百万円

② １株当たりの金額 13円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年10月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年10月１日

株式会社オークワ

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙　　田　　喜　　次    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    清　　水　　和　　也    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鎌　　田　　修　　誠    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社オークワの平成24年２月21日から平成25年２月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成24年５月21日から平成24年８月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年２月21日から平成24年８
月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オークワ及び連結子会社の平成24年
８月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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